
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３２１ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 歴史総合 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 明解 歴史総合 （帝国書院） 

副教材等 明解 歴史総合ノート （帝国書院） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史の時間軸を実感する。 

・歴史的事象にその原因と結果を考察する視点を持つ。 

・歴史を背景とした世界の国の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

 

２ 学習の到達目標 

①近現代の歴史的事象と現在との結びつきを調べ考える活動を通して，現代の社会やその諸問題が

歴史的に形成されたものであるということ，歴史を学ぶ意義に気付く。 

②近現代の歴史の展開を，年表や地図，その他の資料に基づいて学習し，近代社会が成立し発展す

る過程を理解する。 

③近代社会が成立し発展する過程を，地理的条件や世界の歴史と関連付けて考察することを通し

て，ものごとを実証的な考察によってとらえる歴史的思考力を身に付ける。 

④主体的な歴史学習を通して，現代の日本と世界の抱える諸課題について考察し，国際社会におい

て平和で民主的な国家・社会を形成するために，私たちが果たすべき役割について考える。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

近現代の基本的な歴史的

事象に関する知識を身に付

け，近代社会が成立し発展

する過程を理解している

か。 

近現代の日本の歴史の展

開を，地理的条件や世界の

歴史と関連づけて理解して

いるか。 

得られた資料や情報を効

果的に活用し，歴史を探究

する学び方を身に付けてい

るか。 

近現代の日本の歴史の展開

から課題を見いだし，世界の

歴史や国際環境等と関連づけ

て，実証的，多角的，多面的

に考察しているか。 

歴史的に形成された諸課題

について，様々な理解，立場

があることを踏まえ，公正に

判断しているか。 

課題についての考察や判断

の過程や結果を，効果的な方

法を選択して適切に表現して

いるか。 

近現代の歴史的事象と現在

との結びつきを意欲的に調

べ，考え，歴史を学ぶ意義に

気付き，関心を持って学習に

取り組めているか。 

現代の社会が抱える諸課題

について，平和で民主的な世

界，地域，国，社会を形成し

ていく当事者としての自覚を

持って考える態度を身に付け

ているか。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

歴

史

の

扉 

１章 歴史と私たち 

2 章 歴史の特質と資料 

a:絵画や写真に込められた作成

者の意図を読み取ったりするこ

とで、資料の歴史的な見方や考え

方を学ぶ。 

b:身近に見られるものが、世界と

どのようにつながっていたのか、

現在までどのようにして伝わっ

てきたのか，多面的・多角的に考

察している。 

c:身近なものが歴史との関わり

を持っていることに関心をもち、

歴史的な見方や考え方を学ぶこ

とで、過去の出来事について知ろ

うと意欲的に追究している。 

観察 

 

ワークシ

ート 

ワークシ

ート 

振り返り

レポート 

近
代
化
と
私
た
ち 

序章 近代化への問い 

１章 江戸時代の日本と結び

付く世界 

２章 欧米諸国における近代

化 

a: 江戸時代の日本社会や、アジ

ア諸国との結びつきを理解し、18

世紀以降の諸地域世界の変貌に

ついての基本的な事柄を 19 世紀

の世界の一体化と関連付けて理

解し、その知識を身に付けてい

る。 

b: 18 世紀以降の諸地域世界の変

貌の特質を見いだし、19 世紀の

世界の一体化と関連付けて、多面

的・多角的に考察し、その過程や

結果を適切に表現している。 

c: 18 世紀以降の日本や諸地域世

界の様子について、社会の変化と

新たな社会の成立、ヨーロッパの

進出によるアジア・アフリカ・ラ

テンアメリカの変貌に対する関

心を高め、意欲的に追究しようと

している。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

近
代
化
と
私
た
ち 

３章 近代化の進展と国民国

家形成 

４章 アジア諸国の動揺と日

本の開国 

５章 近代化が進む日本と東

アジア 

a: 世界の中で大きく変化した

19 世紀の日本の動向を，世界の

出来事と関連付けて理解できて

いる。 

b: 19 世紀に欧米で産業革命

が起こり，資本主義体制が発

達した列強諸国が市場と原料

を求めてアジアへ進出したこ

と，明治維新が起こり，開国

後の政治政策を巡るって国内

で起こった種々の出来事につ

いて，多面的・多角的に考察

している。 

c: 19 世紀に欧米で産業革命が起

こり，資本主義体制が発達した列

強諸国が市場と原料を求めてア

ジアへ進出したこと，明治維新が

起こり，開国後の政治政策を巡る

って国内で起こった種々の出来

事に対する関心と課題意識を高

め、意欲的に追究している。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

国
際
秩
序
の
変
化
や
大
衆
化
と
私
た
ち 

序章 国際秩序の変化や大

衆化への問い 

１章 第一次世界大戦と日本

の対応 

２章 国際協調と大衆社会の

広がり 

３章 日本の行方と第二次世

界大戦 

４章 再出発する世界と日本 

a: 両世界大戦をめぐる国際情勢

下での日本の政治の流れ，ならび

に終戦にいたる過程と戦後改革

に対して，世界の動向と関連付け

て理解し，その知識を身に付けて

いる。 

b: 両世界大戦をめぐる国際情勢

下での日本の政治の流れ，ならび

に終戦にいたる過程と戦後改革

に対して，歴史上の課題を見いだ

し、多面的多角的に考察してい

る。 

c: 両世界大戦をめぐる国際情勢

下での日本の政治の流れ，ならび

に終戦にいたる過程と戦後改革

に対する関心と課題意識を高め、

意欲的に追究している。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
私
た
ち 

序章 グローバル化への問い 

１章 冷戦で揺れる世界と日

本 

２章 多極化する世界 

３章 グローバル化のなかの

世界と日本 

a: 戦後日本の歩みと世界情勢の

推移についての基本的な事柄を、

世界の動向と関連付けて理解し、

その知識を身に付けている。 

b: 戦後日本の歩みと世界情勢の

推移について、相互の動きを関連

付けて多面的多角的に考察して

いる。 

c: 戦後日本の歩みと世界情勢の

推移についての関心と課題意識

を高め、意欲的に追究している。 

定期考査 

 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

 

提出ノー

ト 

提出ノート 

 

振り返りレ

ポート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


